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【要旨】四肢の皮静脈は自家移植グラフトとして活用されるようになり，その弁の分布の特異性が注目され
てきている．従来，幹静脈における弁の分布に関する肉眼解剖学的研究において（1）弁間距離はほぼ一定で
ある，（2）静脈根のすぐ近傍に弁が存在する，の2説の検証が主になされてきた．しかし，四肢の皮静脈弁
に関する詳細な報告はまだ少ない．そこで，解剖学実習用遺体33例（男性23例，女性10例）を用いて四肢
の皮静脈弁の分布様式を観察し上記2説の再評価を行った．各遺体より擁試訳静脈，尺側皮静脈と大伏在静
脈を肢端の静脈網から近位の深部静脈に流注するまでと，これらに連絡する静脈根を含めて摘出し，実体顕
微鏡下で静脈を長軸方向に切開して，弁間距離および弁とその近傍の静脈根開口部との距離を計測した．そ
の結果，弁間距離は幹静脈の種類によって異なり，かつ同一幹静脈においても局所によって異なっていた．ま
た各静脈の弁の大多数（90％以上）が静脈根の開口部の遠位近傍に位置していた．
はじめに
　一般に静脈には血液の逆流を防止するための弁が
備わっている．弁の数的発達程度には静脈特異性があ
り，弁は四肢の静脈で最も多いが，逆に大静脈や腎静
脈では存在しない．四肢の静脈でも非常に小さい静脈
には存在しないという（Gabella，1995）1）．四肢の皮静
脈は自家移植グラフトとして活用されるようになり，
その弁の分布の特異性が注目されてきている（Shino－
hara：1990，　Shima：1992，石川：1996）2）～4）．
　静脈の弁の分布に関する肉眼解剖学的研究はしぼ
しばBardeleben（1880）5）の提唱した2説の検証が主
になされてきた．すなわち，（1）弁間距離はほぼ一定
であるとの説，（2）静脈根のすぐ遠位に弁が存在する
との2説である．渡辺ら（1950）6）は四肢の一部の中等
大の静脈において弁が等間隔に配列していることを
報告している．一方Bleicher　and　Weber（1932）7），小河
（1933）8），根本（1943）9），Shima（1992）3）らは弁間距離は
一定でなく，静脈根の開口部の遠位側に弁があるとい
う報告をしている．しかし，四肢の静脈弁に関する報
告は未だ少ない．
　本研究において我々は四肢の静脈弁の分布形態に
ついて，さらに詳細な観察を行い，上記2説の検証を
含めた解剖学的な解析を試みた．その結果，弁の分布
には静脈特異性のみならず局所的特異性もみられた
ので報告する．
材料と方法
　観察対象は東京医科大学の解剖学実習に供された
遺体で男性23例（57～93歳：平均785歳），女性10
例（64～97歳：平均78．4歳）である．上肢では，擁側
皮静脈と尺側皮静脈を手背静脈網から近位の深部静
脈に流注するまでの全経過とこれらと連絡する静脈
根を含めて剖出し，深部静脈への流注部を含めて，一
括して摘出した．同様に，下肢では大伏在静脈を足背
静脈網から大腿静脈への流注部までを摘出した．摘出
した標本 和紙に巻き込んでホルマリン液中に保存
した．実体顕微鏡下で静脈を長軸方向に切り開いて，
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Divisions　of　the　upper　limb．
The　upper　limb，　which　extended　from　the　upper　margin
of　the　deltopectoral　triangle　to　the　space　between　the
styloid　processes　of　the　ulna　and　the　radius，　was　equally
divided　into　eight　parts．　These　parts　were　designated　as
the　l　st　through　8th　areas，　respectively，　moving　from　the
shoulder　to　the　wrist，　The　elbow　joirlt　was　included　in
the　5th　area．
lst　area：The　proxirnal　half　of　the　greater　deltopectoral
sulcus，　which　includes　the　portion　of　the　inflow　of　the
cephalic　vein　into　the　axillary　vein；2nd　area：the
distal　half　of　the　greater　deltopectoral　sulcus；3rd　area：
approximately　the　proximal　half　of　the　biceps　rnuscle　of
the　arm；4th　area：approximately　the　distal　half　of　the
biceps　muscle　ofthe　arm．；5th　area：the　portion　includ－
ing　mainly　the　elbow　joint　ranging　from　the　upPer
margin　to　the　lower　margin　of　the　cubital　fbssa；6th
area：the　portion　ranging　from　the　lower　margin　of　the
cubital　fbssa　to　the　median　level　of　the　f（）rearm’7th
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
area：the　portion　ranging　from　the　median　level　of　the
f（）rearm　to　the　distal　one　third　ofthe　fbrearm・8th　area：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
the　portion　ranging　ffom　the　distal　one　third　of　the
f（）rearm　to　the　styloid　processes　of　the　radius　and　the
ulna．
弁間距離および弁とその近傍の静脈根との距離をノ
ギスを用いて計測した．
　　部位による弁の分布の細かな比較をするために，上
肢では三角筋胸筋三角の上縁と尺骨茎状突起および
擁骨茎状突起の間を8等分した．これによって分割さ
れた各領域を肩から手根に向かって，順に第1区域，
第2区域～第8区域とした（Fig．1）．肘関節は第5区
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Fig．2　Divisions　of　the　lower　limb．
　　　　　　The　the　lower　limb，　which　extended　from　the　orifice　of
　　　　　　the　great　saphenous　vein　toward　the　femoral　vein　to　the
　　　　　　space　between　the　medial　and　lateral　malleoli，　was
　　　　　　equally　divided　into　9　parts．　The　knee　joint　was　in－
　　　　　　cluded　in　the　5th　area．　Both　the　thigh　and　the　leg　were
　　　　　　equally　divided　into　4　parts　each．　The　divided　parts　of
　　　　　　the　lower　limb　were　designated　as　the　l　st　through　9th
　　　　　　areas，　respectively，　moving　from　the　thigh　to　the　tarsal
　　　　　　portlon．
　　　　　　　lst　area：　The　proximal　one　fourth　of　the　thigh　exclud－
　　　　　　ing　the　knee　joint，　which　includes　the　junction　of　the
　　　　　　femoral　vein；　2nd　area：　the　portion　ranging　from　the
　　　　　　proximal　one－fourth　level　of　the　thigh　to　the　median
　　　　　　level　of　the　thigh；　3rd　area：　the　portion　ranging　from
　　　　　　the　median　level　of　the　thigh　to　the　distal　one－fourth
　　　　　　level；　4th　area：　the　distal　one　fourth　of　the　thigh；　5th
　　　　　　area：　the　portion　including　the　patella，　mainly　the　knee
　　　　　　joint；　6th　area：　the　proximal　one　fourth　of　the　leg
　　　　　　ranging　from　the　lower　margin　of　the　knee　joint　to　the
　　　　　　space　between　the　medial　and　lateral　malleolus；　7th
　　　　　　area：　the　portion　ranging　from　the　proximal　one－fourth
　　　　　　level　of　the　leg　to　the　medial　level　of　the　leg；　8th　area：
　　　　　　the　portion　ranging　from　the　median　leyel　of　the　leg　to
　　　　　　the　distal　one－fourth　level　of　the　leg；　9th　area：　the
　　　　　　distal　one　fourth　of　the　leg．
域に含まれた．下肢も同様に大伏在静脈の大腿静脈へ
の流注部と内穎および外回までの問を9等分し，分割
された下肢の各領域を大腿上部から足根に向かって，
順に第1区域～第9区域とした（Fig．2）．膝関節は第
5区域に含まれた．それぞれの皮静脈に配列している
（2）
2001年9月 飯村他3名：成人体肢皮静脈弁の分布について 一　337　一
s　　V　ぐコ　V　　ぐコ　V　　ぐコ
Type　I 1　　　　　「r　　　　　　　　　　　　　　　　　r
S　　　ぐコ　　　　　　V　　　　ぐコ
Type　lI 「　　　　「　r　　　　　　　　　　　　r
S　　ぐ＝1V
Type皿 　　　　　ぐコu　　 　「　r　　 　　 　　　　　　r
Fig．3　Classification　of　locational　relationships　between　the
　　　valves　and　the　venous　roots．　（v：　valve，　s：　venous　trunk，
　　　r：　venous　root，　arrows：　direction　of　blood　flow）
　　　Type　I．　No　venous　roots　are　present　between　the　valves
　　　which　were　adjacent　to　each　other．
　　　Type　II．　The　distance　between　the　valve　and　the　distal
　　　root　was　shorter　than　that　between　the　valve　and　the
　　　proximal　root．
　　　Type　lll．　The　distance　between　the　valve　and　the
　　　proximal　root　was　shorter　than　that　between　the　valve
　　　and　the　distal　root．
弁を上記の分割区域に対応させ，各区域内に位置する
弁数を算出した．四肢の各領域に分布する弁数の隣接
区域間における比較はStudent－T検定法によって行っ
た．
　弁とその近傍の静脈根開口部との位置関係を検討
するために，双方の位置関係を弁を中心として，Type
I：ある弁を基準として，その弁の近位・遠位の両弁問
に静脈根が存在しない，Type　II：ある弁を基準とし
て，その弁より遠位側の静脈根の方が近位側の静脈根
よりも弁に近い，Type　III：ある弁を基準として，その
弁より近位側の静脈根が遠位側の根よりも弁に近い，
の3型に分類した（Fig．3）．
結 果
　1．擁側皮静脈，尺側皮静脈および大伏在静脈の弁
　　　の分布
　上肢では19例の左側・右側を合わせて25側を観察
した．擁側皮静脈が腋窩静脈に開口する部位に25側
中2側（8％）で弁が認められた．それより遠位の上肢
の弁の分布の細かな比較をするために，先に述べた方
法で分割した8つの区域における弁の分布を19例25
側において観察した（Table　I）．擁甲皮静脈では第1
区域が最も多くの弁数を示した．第1区域から遠位側
に向かって，第2区域では弁数：は減少するが，第3お
よび第4区域で増加していた（P＜0．05，第2区域vs
第1あるいは第3区域）．肘関節に対応する第5区域
では再度減少するが，さらに遠位に向かうと再び値は
増加していた．（P＜0．05，第5区域vs第6区域）．尺側
皮静脈では各区域に分布する並数：の差が，擁側皮静脈
に比較すると小さかった．また尺側皮静脈の各区域の
常数は擁樹皮静脈の同一区域での常数の約2倍の値
を示した．肘関節部に対応する第5区域では隣接区域
の弁数より擁側皮静脈同様に少なかったが，統計的有
意差は認められなかった．
　下肢では21例の左側・右側を合わせて35側の大伏
在静脈を観察した．大伏在静脈の大腿静脈への開口部
では35絆すべてにおいて弁が認められた．次にそれ
Table　1．　The　total　number　of　valves　of　the　cephalic　vein　and　the　basilic　vein　according　to　areas　（on　25　sides　of　19　subjects）
Areas
lst 2nd 3rd 4th 5th 6th 7th 8th
V．cephalica　　48iL9±0．1）
　　13
i0．5±0．1）
　　24
iLO±0」）
　　22
i0．9±0．1）
　　14
i0．6±0．1）
　　31
i1．2±0．1）
　　27
i1．1±0」）
　　26
i1．0±0」）
V．basilica 　　47i1．9±0．1）
　　42
i1．7±0．2）
　　51
i2．0±0．2）
　　40
iL6±0．2）
　　52
i2．1±02）
Number　of　valves　in　each　area／individual　vein　with　mean　values±S．E．
Table　2．　The　total　number　of　the　valves　of　the　great　saphenous　vein　according　to　areas　（on　35　sides　of　21　subjects）
Areas
lst 2nd 3rd 4th 5th 6th 7th 8th 9th
V．saph．　mag　　61i1．7±0．1）
　　16
i0．5±0．1）
　　　14
i0．4±0．1）
　　33
i0．9±0．1）
　　32
i0．9±0．1）
　　35
i1．0±0．1）
　　37
iLI±0．1）
　　　19
i05±0．1）
　　25
i0．7±0．1）
Number　of　valves　in　each　area／individual　vein　with　mean　values±S．E．
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より遠位の下肢の弁の分布を細かく検討するために，
先に述べた9つの区域での弁の分布を21例35側に
おいて観察した（Table　2）．最も多く弁が認められた
のは，大腿静脈への流注部を含む第1区域であった．
第1区域より遠位に向かって，第2，第3区域まですな
わち大腿中央部までは弁数が減少し（P＜0．05，第1区
域vs第2区域），膝関節上部の第4区域で再び卍巴が
増加していた（P＜0．05，第3区域vs第4区域）．この
増加傾向は，第4区域から下腿中央部の第7区域にわ
たって順次みられた．肘関節において観察された弁数
の減少は膝関節では認められなかった．しかし，下腿
下部の第8区域で著しく減少し（P＜O．05，第7区域vs
第8区域），最も遠位の第9区域で再び増加した．
　2．嶢側皮静脈・尺側皮静脈・大伏在静脈の弁とその
　　近傍の静脈根との位置関係
　弁とその近傍の静脈根との距離を5例7側の山側
皮静脈（弁総数51個），尺側皮静脈（弁総数45個）お
よび9例15側の大伏在静脈（総弁数142個）につい
て計測した．その結果Type　IIIが最も多く，擁側皮静
脈では51個中47個（92．1％），尺側皮静脈では45個中
42個（93．3％）でどちらも90％を越える値を示し，大
伏在静脈では142個中126個年88．7％）とわずかに
90％を下回る値を示した（Table　3）．
　さらにType　IIIについて弁から静脈根までの距離
をlmm間隔で分けて度数分布をみた（Table　4）．静脈
根は弁を基準として，尺側皮静脈では弁の近位4mm
以内に88．0％が，擁側皮静脈では弁の近位5mm以内
に72．3％が存在していた．これに対し，大伏在静脈で
は近位5mm以内で58．7％，同10mm以内でも795％
の存在となった．よって大伏在静脈では尺側皮静脈お
よび擁夷則静脈に比較して弁一静脈根開口部問距離
が長い傾向があることが明かとなった．
Table　3．　Number　of　each　typed　venous　valve
Type　I Type　II Type　IIITotal
V．cephalica
u．basilica
u．saph．　mag．
1（L9％）
Q（4．4％）
X（6．3％）
3（5．9％）
P（22％）
V（4．9％）
47（92．1％）
S2（93．3％）
P26（88．7％）
51
S5
P42
The　basilic　veins　and　the　cephalic　veins　were　observed　on
7　sides　of　5　subjects，　and　the　great　saphenous　veins　were
observed　on　15　sides　of　9　subjects．　Most　valves　in　these
three　veins　were　Type　III．
考 察
　1．弁間距離について
　擁側皮静脈では腋窩静脈への開口部で最も弁数が
多く，上腕部，肘関節部で最も低い弁韓を示した．尺
側皮静脈では擁側動静脈に比較して，弁数の区域差が
ほとんどなかった．また尺側皮静脈の各区域の弁数は
船側皮静脈の対応する区域の弁数の約2倍近く高い
値を示した．大伏在静脈においても擁側皮静脈と同様
に区域問の変動が見られた．特に大腿静脈への開口部
を含む区域で最も無数が多く，大腿中央部と下腿遠位
部においては著しく低い弁数を示した．また，膝関節
においては肘関節で見られたような弁数の減少は認
められなかった．
　根本（1943）9）は胎児の関節部位では他部位よりも
多くの弁が存在していたと報告しており，Bleicher　and
Weber（1932）7）は成人の大伏在静脈では膝関節部で他
の部位に比較して弁が少ないと報告している．よっ
て，膝関節では胎児期に認められた弁の多くが成長に
伴って退化し，弁が少なくなっていったのかもしれな
い．著者らの結果では，上肢の二大皮静脈の弁数は一
般に肘関節部では隣接部よりも少なくなる傾向が
あったが，下肢の大伏在静脈では膝関節部の弁数の減
少は認められなかった．肘関節部では関節の屈伸に
伴って，皮静脈には様々な大きさおよび方向の外力が
及んで多様な形態変化が生じる．例えば，擁側皮静脈
Table　4．Number　Qf　Type　III　valves　showing　different　valve－root　distance．
（a　一1〈valve－root　distanceS　a，　mm　unit）
（α）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18 19 2026 2930
V．cephalica（n＝47）
u．basilica（n＝42）
u．saph．　mag，ω＝126）
3617 61112 12
P1
P6
9915 4014 　1
O12
2　110 229 304 114 004 OlO 001 100 100 001 000 001 001 001 003 001 200
The　valve－root　distance　in　the　great　saphenous　vein　was　much　wider　than　in　the　basilic　vein　and　the　cephalic　vein．
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は上腕二頭筋上を縦走することから，肘関節を屈曲し
た場合には上腕二頭筋の収縮による隆起によって強
く圧平される．よって肘関節の皮静脈内の血液は逆
流，滞留，緩流，急流などの柔軟な変動が要求される
ので血流の逆行を禁じる弁の存在は不適当となる．そ
のため，擁側皮静脈は関節部でその隣接部位における
よりも弁数が少なくなり，同時に弁問の距離も長く
なったものと考えられる．また尺側皮静脈においても
上腕二頭筋の付着腱上を横切っていることから同様
のことが考えられる．一方，下肢では大伏在静脈は下
腿から大腿に移行する際，脛骨前面から内側穎の後側
すなわち膝窩に回り込むため，膝関節の屈伸に伴う外
力を受け難くなり圧平されることは少ない．そのため
血流の急激な変動はないものと思われ，そのことが肘
関節部のような有意な弁数の減少が認められない理
由かもしれない．
　よって四肢皮静脈の弁間距離は幹静脈の種類に
よって異なり，かつ同一幹静脈でも局所によって異な
ることが明かとなった．
　2．皮静脈の深部静脈への開口部に存在する弁につ
　　いて
　小河（1933）8）は擁側皮静脈が腋窩静脈に開口する
部位に約20％の割合で弁を認めたという．しかし，著
者の所見では釣餌皮静脈25側中2側（8％）に弁が認
められたに過ぎなかった．Otto（1927）10）は下肢の静脈
の発生学的な検索の結果，大伏在静脈では大腿静脈へ
の開口部に最初に弁が現れ，その後にこれより遠位の
弁が形成されていくことから，大伏在静脈と大腿静脈
との接合部には，恒常的（100％）に弁が存在するとし
た．大伏在静脈に関しては，小河（1933）8），根本
（1943）9）らも同様の報告をしており，本研究の結果と
一致した．従って，皮静脈が深部静脈に開口する部位
における弁の存在は擁側皮静脈と大伏在静脈とで異
なることがわかった．しかし，その理由は未だ不明で
ある．
　3．弁と静脈根開口部との位置関係
　幹静脈の弁とその近傍に開口する静脈根との位置
関係について，Bardeleben（1880）5）が「静脈根の遠位
側近傍には弁，弁の近位側近傍には静脈根がある」と
した．小河（1933）8），渡辺（1950）6），Basmajian（1952）11），
大橋（1986）12），Shima（1990）3）らも同様の観察をして
いる．我々の所見では静脈根流注部の遠位側近傍に位
置するType　IIIが擁甲皮静脈の92．1％，尺側皮静脈の
93．3％，大伏在静脈の88．7％と，いずれも80～90％前後
という高い割合を示しており，小河（1933）8）らの報告
に一致した．しかしながら，これまでの報告では詳細
な弁と静脈根開口部の間の距離に関する計測学的報
告はされていない．我々はType　IIIについて弁から静
脈根までの距離をlmm間隔で分けて度数分布をみ
た（Table　4）．いずれの静脈でも静脈根開口部の遠位5
mm以内に全体の半分以上の弁が位置し，特に上肢で
は2～4mmの範囲に多くの弁が存在することが明ら
かとなった（Table　4）．さらに大伏在静脈では，静脈根
開口部からの距離を遠位8mmまで拡げると，弁の
80％がその範囲に位置することも明らかとなった．
従って，大伏在静脈では尺側皮静脈および尾側皮静脈
に比較して七一静脈根開口部問距離が長い傾向があ
ることも観察され，弁と静脈根の位置関係においても
静脈特異性があることが明らかとなった．
　これらのことより，冠動脈バイパスグラフトに用い
られる大伏在静脈の使用には，弁の分布が少ない大腿
中央部の同静脈が適しているといえる．また，in　situ
で大伏在静脈をグラフトとして使用する場合には，そ
の静脈弁切開処置において，特に下腿上部で注意を要
するであろう．さらに前腕での移植皮弁の確保にあ
たっては，尺側皮静脈に比較して弁数の少ない擁側皮
静脈の分布領域を主とした部位設定が適していると
いえるであろう．
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of　cutaneous　vein　valves
and　lower　extremities
Akira　IIMURA，　Yoichi　NAKAMURA，
Nagahisa　MATSUYAMA，　Masahiro　ITOH
First　Department　of　Anatomy，　Tokyo　Medical　University
ABSTRACT
　　Distrjbution　of　the　valves　of　cutaneous　veins　in　the　extremities　has　attracted　attention　because　of　the　use　of　veins　as
autografts．　Based　on　anatomical　studies　of　venous　valves，　the　following　two　theories　have　been　verified：　1）　valves　are　located
at　constant　intervals，　2）　valves　exist　in　association　with　adj　acent　venous　root　confluence．　However，　reports　on　venous　valve
distribution　in　the　extremities　are　limited，　therefore　no　consensus　concerning　valve　localization　has　yet　been　established．　To
re－evaluate　the　above　two　theories，　we　examined　many　venous　samples（cephalic　veins，　basilic　veins　and　great　saphenous　veins）
from　33　Japanese　adult　cadavers．　lncisions　were　made　in　each　vein　under　a　stereomicroscope，　and　the　intervalvular　distance
and　distance　between　valves　and　adj　acent　venous　roots　were　measured．　The　results　showed　that　the　intervalvular　distances
varied　according　to　the　kind　of　vein　and　also　according　to　location　in　the　same　vein．　lt　was　also　found　that　most　valves　were
located　near　proximal　rather　than　distal　venous　roots．
〈Key　words＞　Venous　valve，　Venous　truncus，　Venous　root，　Cutaneous　vein，　Distribution
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